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３〔５〕元井 直志   ６〔２〕榊  藤光 

  

    
 

 
 

 



日付：６月２６日（水） 

 

通告１ 質問者：安  和弘 議員 

 

１．町長の政治姿勢・行政のあり方について 

（１）瀬戸内町議会は，この４月１４日から１８日にかけて，議会で初めてカケロマ・ 

請・与路・西方・山郷，最終日市街地と議会報告会を行いました。 

その中に於いて，当然でありましょうが我々議員に対しての叱責，集落・地域 

の要望，そして最も多かったのがフェリ－カケロマ・定期船「せとなみ」の欠航 

対策について，次いで大型クル－ズ船寄港についての質問でありました。 

    フェリ－に関しては，現在協議会が発足したばかりですので，今後の推移を見 

守るとして，クル－ズ船についてはこれまでに何度も議会でも討論され，その解決 

に向けての協議会も昨年１０月に設置され，この３月までに４度も協議を行いまし 

たが，何ら進展のないまま現在に至っています。それは，何故でありましょうか？ 

 まず，その件について伺います。 

 

 

 

 （２）次に，このクル－ズ船に関して，カケロマの６割強の住民から反対の署名が提 

出されたとの報道がありました。町としてどの様に対処されるのか。伺います。 

 又，同様の件で関東在住の「大型クル－ズ船西古見寄港誘致反対の会」から， 

反対理由を添付した上で，上申書が協議会に提出されておりますが，その取り扱 

いをどうされるのか。伺います。 

 

 

 

 （３）次に水対策について伺います。 

    今回の議会報告会で，住民の１人からこの町の水に対しての意見がありました。 

    これまでに，我が町は差し迫って大騒ぎする様な深刻な給水制限などありませ 

んが，だからといって，命に直結する水の問題を軽視することはできません。奄 

美市笠利町，大和村にはそれ相応のダムが設置されていますが，瀬戸内町にダム 

の必要性は感じませんか？と。 

 詳しくは，次の機会に致しますが端的に感じるか。感じないか。お答え願いま 

す。 

 以上，最初の質問とします。 

 

 

 

 



通告２ 質問者：中村 義隆 議員 

 

１．新聞を読んで 

（１）議会報告会を終えて 

  ➀ フェリ－「かけろま」の欠航対策協議会の近況を伺います。 

 

 

 

  ② クル－ズ船誘致計画は２年が経過しようとしていますが，今だ解決策がでず混 

乱を招いておりますが近況を伺います。 

 

 

 

（２）ふるさと納税について 

  ➀ ふるさと納税の新制度が６月１日からスタ－トしましたが，調達費は３割以下 

に加え，送料・宣伝費を含み合計経費を寄付額の５割以下に抑えられるが，本町 

の対応を伺います。 

 

 

 

② 企業版ふるさと納税制度があるが本町の取り組みを伺います。 

 

 

 

２．環境行政について 

 （１）河川の整備状況について 

  ➀ 本町の仲金久川・仲里川に雑草，雑木が覆いしげっておりますが，近年各地で 

大雨警報が出ておりますが，防災としての取り組みは，河川は県の管轄と聞いて 

おりますが，県の答弁を伺ってください。 

 

 

 

 （２）平成３１年度主要施策について 

  ➀ 清水地区文化スポ－ツ村構想に伴い，道路の整備とグラウンドゴルフ場の整備 

を伺います。 

 

 

 

 



３．自衛隊分屯地配備に伴う周辺整備について 

（１）防衛施設周辺対策事業を活用した事業の導入について 

  ➀ 節子集落・嘉徳集落の各家庭へ防災行政無線の戸別受信機を整備できないでし 

ょうか伺います。 

 

 

 

 

 

通告３ 質問者：元井 直志 議員 

 

１．役場のコミュニティ職員について 

  ➀ 現在の配置状況 

 

 

② コミュニティ職員が役割を自覚しているか。 

 

 

③ 役場の指導状況 

 

 

④ 活動状況 
 
 
２．役場職員の接遇について 
  ➀ 町長の見る所，改善はされているか。 

 

 

  ② 現在行われている接遇を良くするための方策は何か？ 

 

 

  ③ 接遇とはどのようなものであると考えているか。 

 

 

３．２期目を迎える町長の姿勢について 

  ➀ 大事な時期でもあるが，独自の町政に対する思いはどうか。 

 

 

 



  ② これはと考える最も町長が力を入れていかねばならないことは？ 

 

 

 

４．学校の冷房設置はどうなっているか。 

  ➀ 使用開始はいつからか。 

 

 

 

  ② どこまで設置するのか。 

 

 

 

５．人権の花として，ひまわりを法務局が指定していることについて 

  ➀ 町内の学校に対する状況はどうか。 

 

 

 

  ② 他市町村では独自予算を組んでいるが，瀬戸内町はどうか。 

 

 

 

 

日付：６月２７日（木） 

通告４ 質問者：澤  佳男 議員 

 

 

 
１．職員の意識改革について 

➀ 町長の２期目の公約に，役場職員の意識改革・資質の向上を掲げているが，具 
体的に職員の意識がどのような現状にあって，その職員の意識をどのように改革 
していかなければならないと考えているのか。伺いたい。 

 
 
 
２．瀬戸内町が独自に保有する財産について 
  ➀ ほかの市町村では保有することのできない，瀬戸内町だけが誇ることのできる 

本町独自の自然，文化，歴史には，町としてどのようなものがあると考えている 
のか。伺いたい。 



３．南相馬市との交流事業について 
  ➀ 南相馬市との交流事業のきっかけ，その目的，事業の内容，事業の成果を伺い 

たい。 
 
 
 
４．「フェリ－かけろま」について 
  ➀ 「フェリ－かけろま」の，平成２６年度の運航便数と欠航便数，平成３０年度 

の運航便数と欠航便数を示していただきたい。（代船運航の数値は除く） 
 
 
 
５．世界自然遺産への登録について 
  ➀ 奄美の世界自然遺産登録が，延期勧告を受けた理由は何か。 
 
 
 
  ② 登録延期になった原因を取り除き，登録に再挑戦するために，具体的にどのよ 

うな行動をとっているのか。伺いたい。 
 
 
 
 
 
通告５ 質問者：池田 啓一 議員 

 
町づくりについて 
１．船舶交通体系について 

  ➀ フェリ－加計呂麻の定期検査で改良はしたのか？内容を伺います。 
 
 
 
  ② また，今後の運行問題の対策は？ 
 
 
 
  ③ 代船運用時に，船舶の選択基準はあるのか伺います。又，大潮の時の乗降時は 

とても危険で難儀をしてますが，対策は？ 
 



  ④せとなみ航路の今後の計画は？ 
 
 
 
２．教育について 
  古仁屋地区以外の子ども達に対しての支援・助成等は，推進できないのか？ 
  次の事項について伺います。 
 
  ➀プレ・ゴ－ルデンエイジ教室 
  ②放課後子ども教室 
  ③クラブ・部活動 
  ④各種教室（音楽・書道・絵画・英語・パソコン） 
 
 
 
 
 
通告６ 質問者：榊  藤光 議員 

 
１．鎌田町政１期４年間の町政運営について 

➀ 山積する町政を担当してうれしかった事，心残りの案件を１点ずつお伺い致し 
ます。 

 
 
 
２．２期目の「瀬戸内創生マニフェスト」について 
  ➀ 現行の行財政を改革する必要性について 
 
 
 
  ② 観光とあらゆる産業との連携，また観光施設等の取り組みについて 
 
 
 
  ③ 少子高齢化，限界集落が進む加計呂麻・請島・与路島・西方地区，また，古仁 

屋市街地の活性化について，町長は，基本的な対策をどう考えているのか。お伺 
いいたします。 

 
 



３．観光政策について 
  ➀ 観光と地域資源を活かした観光産業の育成のために，観光コ－ディネ－タ－を 

招聘する考えはないか。 
 
 
 
  ② 戦跡・慰霊碑巡りを平和教育とした，修学旅行の誘致について 
 
 
 
４．古仁屋高等学校について 
  ➀ 留学生の現況と，今後の対策について 
 
 
 
  ② 古仁屋高校に海洋学科の創設について 
 
 
 
５．港町瀬戸内町について 
  ➀ 海洋文化の啓発活動の拠点施設について 
 


